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１ はじめに 

地盤工学会中国支部では、毎年、「地盤と建設」論文賞、「土質工学セミナー」報告賞、「技術賞」の表

彰を行っている（地盤工学会中国支部  http://jgschugoku.jp/index.html）。 

当社は、平成 19年、21年、22 年に、「土質工学セミナー」報告賞をいただいている。 

いずれも、模型実験に関したものであるが、この賞の決定に際しては、会場の人の投票によるものな

ので、地盤工学に関わる皆さんに評価していただいているということになる。 

表彰されたポスターセッションの内容について、簡単に説明を行う。 

２ 地弾盤工学会中国支部表彰の種類と受賞者 

それぞれの賞の定義を、以下に示す。 

① 「地盤と建設」論文賞 

論文報告集「地盤と建設」の投稿区分「論文報告」に掲載された論文を対象とし、地盤工学に関

する学術の進展に顕著な貢献をしたと認められる論文の著者に授与する。 

② 「土質工学セミナー」報告賞 

「土質工学セミナー」報告会におけるポスター発表の中から特に優秀とみなされるものを対象とし、

発表者に授与する。ただし、セミナー報告の内容のポスター 発表も対象とする。 

③ 「技術賞」 

技術賞技術賞は、中国地方で活用された技術あるいは実施された事業のうち、地盤工学的観点

から技術的に高度なものを対象とし、原則として団体に授与する。 

受賞者の一覧を、以下に示す。 

① 「地盤と建設」論文賞--------------------------------------------- 表-１ 

② 「土質工学セミナー」報告賞 --------------------------------------- 表-２ 

③ 「技術賞」 ------------------------------------------------------ 表-３ 

２ 受賞時のポスターセッション報告 

① 平成 19 年「土質工学セミナー」報告賞 

a) タイトル「模型を使った土の力学」 

b) 内容 

土質力学の世界では、土圧はクーロン土圧やランキン土圧を授業でならうが、一体、地盤が

どのように動いて、それをどのように数値化すると、土圧式になるのか、理解していない人が

多い。地盤がどのように動き、擁壁を押す土圧になるのかを、模型を使ってわかりやすく表現

をした。 

会場では、模型を使って土圧を表現するということが珍しかったので、かなり脚光を浴びた。 

第33回　夏季研修会論文集　2012/08/18



② 平成 22 年「土質工学セミナー」報告賞 

a) タイトル「土のうの力学的効果の模型実験」 

b) 土質セミナープログラム -------------------------------------- 資料-１ 

c) 内容 ------------------------------------------------------ 資料-２ 

土のうが力学的に強い構造であることが、解析的にわかってきたが、それを直感的に表現す

る手法として、土をストラーで表現して、土のうをトイレットペーパーで表現した。 

2kgの錘を吊り上げることができないトイレットペーパーで、ストローを巻き込むことで、50kgの

人を支えることができるという、パフォーマンスを通して、力学的な強さを理解してもらった。 

③ 平成 23 年「土質工学セミナー」報告賞 

a) タイトル「すべり面形状と土塊移動をイメージする模型実験」 

b) 土質セミナープログラム -------------------------------------- 資料-３ 

c) 内容 ------------------------------------------------------ 資料-４ 

地すべりは、すべり面にバナナの皮があるような状態である。模型実験では、すべり面に滑り

やすい紙を挟んで、移動土塊として、ボルトナットのナットを利用した。

重力を与える方法を工夫して、重力が作用したときの、すべり土塊の動きを再現した。手軽に

すべり面の状態を変えることができるので、すべり面の有無による、変形形態の違いなども

手軽に表現できる。

３ おわりに 

土質セミナーで3回表彰を受けていることから、当社で実施している模型実験が、専門の人にも受け入

れられるものであることがわかる。模型実験は、一般の人に、「地域防災学習」や「施工業者の地元説

明会」などで、活躍している。 

最近では、施工業者や土木系の材料メーカー、新工法開発メーカーなどにも、好評である。 

模型実験の装置は、「地盤工学会」や「島根県の砂防ボランティア」という団体にも販売している。 

専門の人にも受けいれられる要素があるので、この方面でも展開を考えていきたい。 

表-１ 「地盤と建設」論文賞



表-２ 「土質工学セミナー」報告賞

表-３ 「技術賞」



資料-１　平成21年土質工学セミナー



資料-２　平成21年土質工学セミナー





資料-３　平成22年土質工学セミナー



実験内容 

（実験手順）

１．安定した硬い地盤を木で、地すべりで軟ら

かくなった粘土（すべり面粘土）を滑り易

い紙で、粘土の上側の地盤をボルトナット

のナットで表現します。

２．地盤の動きがわかるようにナットには色

磁石を貼ります。

３．特殊な方法で仮想重力を作用させ、地すべ

りが動く理由について考えてみます。

４．また、動くのを止める方法として、押え盛

土のモデル化、アンカー工のモデル化を行

います。

（現 象）

１．すべり面粘土が「ある場合」は、すべり面

粘土より上の地盤が全体的に動きます（写

真-１、写真-２）。
２．すべり面粘土が「ない場合」は、地盤の一

部が動きます。

３．すべり面の状態による、動き方の違いにつ

いて考えてみます。

４．地すべり対策工を行い、動きが止まること

を確認します（写真-３）。

（この原理の実施事例）

道路や宅地造成で山を切土すると、地すべりが

発生することがあります。長野県の地附山で発

生した地すべりでは、多くの家が壊されました。

特に梅雨の長雨などで、地すべりの被害が多く

発生しています。

写真-１

写真-２

写真-３

資料-４　平成22年土質工学セミナー


